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歳
入
決
算
額
は
、

億
４,

９

４０

５
４
万
円
（
前
年
度
比
１
・
８
舒

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
が
前
年
度
比
７,

４
７
６
万
円
増
額
に
な
っ
た
一
方

で
、
町
税
が
１,

８
９
４
万
円
、

使
用
料
及
び
手
数
料
が
６
５
０
万

円
の
減
と
な
る
等
、
自
主
財
源
の

確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
漁
港
災
害
復
旧
事
業
等

の
完
了
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
３

億
円
、
町
債
が
１
億
８,

７
９
２

万
円
の
減
と
な
る
中
で
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
５
億
円
を
繰
り
入
れ

て
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

歳
出
決
算
額
は
、

億
６,

７

３８

８
５
万
円
（
前
年
度
比
２.

８
舒

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
経
費
の
内
容
精
査
を
進
め
、

無
駄
な
経
費
の
削
減
に
努
め
る
一

方
で
、
緊
急
避
難
路
整
備
や
小
・

中
学
校
等
津
波
避
難
ビ
ル
の
屋
上

手
摺
設
置
工
事
、
防
災
ラ
ジ
オ
の

有
償
配
付
等
、
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
と
し
た
防
災
対
策
に
重
点
を
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置
い
た
施
策
を
実
施
し
、
子
ど
も

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
助
成
や
小
児
用
肺
炎
球

菌
、
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
等
の
予
防
接
種
事
業
も
新
た
に

開
始
し
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
で
影

響
を
受
け
た
中
小
企
業
を
対
象
と

し
た
災
害
対
策
資
金
利
子
補
給
事

業
や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
に

対
す
る
助
成
、
農
業
後
継
者
対
策

事
業
も
新
た
に
展
開
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
策
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
の
経

営
安
定
化
の
た
め
、
事
業
会
計
へ

３
億
８,

７
０
０
万
円
の
貸
し
付

け
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
財
政
調
整
基
金
に
１

億
９,

８
７
９
万
円
を
積
み
立
て

る
等
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
留

意
し
た
予
算
執
行
を
行
い
ま
し
た
。

町
税
等
自
主
財
源
が
乏
し
く
厳

し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
経
常
経

費
の
節
減
に
努
め
、
効
果
の
期
待

で
き
る
事
業
に
重
点
的
に
予
算
を

配
分
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

・元金･････････････････････････････････････････３億３，５３０万円

・利子･･････････････････････････････････････････････５，２１５万円

公債費 3億8,745万円
10.0％（前年対比 △714万円）

・海洋センター大規模改修工事 ･･･････････････････４，７１９万円

・義務教育施設整備事業（小・中学校屋上手摺設置（補修）工事、

松崎小学校グランド芝生化工事他）････････････１，５０６万円

・生涯学習推進事業（図書館運営費他）････････････９９４万円

・遠距離児童生徒通学費補助金･･･････････････････････８２１万円

教育費 3億2,467万円
8.4％（前年対比 △8,766万円）

・西伊豆広域消防組合負担金 ･･････････１億４，０５２万円

・消防団運営事業 ･･････････････････････････････４，１５５万円

・消防施設整備事業（ポンプ庫整備他）
････････････････････････････････････････････････････３，９７３万円

・災害対策事業（防災ラジオ他）･･････････３，５８７万円

消防費 ２億６，４９９万円
６．９％（前年対比 ５，１５７万円増）

・道路維持事業（道路維持工事他）･･･････６，６１４万円

・松崎地区浸水対策事業･････････････････････２，６６６万円

・河川維持事業（河川維持工事他）･･･････１，２４２万円

・橋梁維持事業（橋梁維持工事他）･･･････１，０９２万円

・急傾斜地崩壊対策事業負担金

（桜田、明伏、大沢、船田）･･･････････････１，０９０万円

・港湾管理事業 ････････････････････････････････････７８５万円

土木費 １億８，８５１万円
４．９％（前年対比 ５，４０４万円増）

議会費 6,695万円
1.7％（前年対比 1,602万円増）

・伊豆まつざき荘事業会計貸付金･･････３億８，７００万円

・観光施設整備事業（雲見公衆トイレ工事他）･･４，５１３万円

・商工振興事業（中小企業災害対策資金利子補給事業他）
･････････････････････････････････････････････････････１，１３０万円

・ふれあい交流推進事業（グリーンツーリズム推進事業）
････････････････････････････････････････････････････････３７７万円

商工費 6億429万円
15.6％（前年対比 3億5,345万円増）
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・財政調整基金積立金･････････････････････１億９，８７９万円

・路線バス対策事業･････････････････････････････２，０４８万円

・花いっぱい運動推進事業 ･･･････････････････１，５２８万円

・地域経済活性化対策費（住宅リフォーム助成他）･･･８０９万円

・コミュニティ活動推進事業 ･･･････････････････５５９万円

・まちづくり事業（ピカ市、太鼓フェスティバル他）･･･６７９万円

・交通安全対策事業（カーブミラー設置工事他）･･･１５６万円

総務費 6億5,444万円
16.9％（前年対比 △1億7,010万円）

・後期高齢者医療事業（繰出金他）･･････１億２，５６２万円

・障害者自立支援給付費･･････････････････１億２，３６７万円

・介護保険事業（繰出金他）･･･････････････１億２，１０２万円

・子ども手当 ････････････････････････････････････１億６８６万円

・国民健康保険事業（繰出金他）･････････････７，３９９万円

・保育所実施委託事業･･････････････････････････５，３１５万円

・重度心身障害者医療費助成事業･･････････１，９４２万円

・地域福祉推進事業（寿乗車券利用助成他）･･･１，２９６万円

民生費 ７億５,９４７万円
19.6％（前年対比 4,057万円増）

・じん芥処理事業（清掃点検業務委託他）･･･２億３１１万円

・西豆衛生プラント組合負担金 ････････････７，５５９万円

・予防事業（インフルエンザ、子宮頸がん、

肺炎球菌ワクチン接種事業他）････････････１，６１８万円

・こども医療費助成事業･･･････････････････････１，５５９万円

・老人健康対策事業（検診、機能回復訓練他）･･･１，３４２万円

衛生費 4億2,945万円
11.1％（前年対比 428万円増）

・林業振興事業（間伐材活用事業他）･･････････１，６４９万円

・漁港管理事業（石部水門地震計等更新工事他）･･･２，６３２万円

・農業振興事業（農業振興地域整備計画策定事業他）･･･１，５８０万円

農林水産業費 1億8，763万円
4．9％（前年対比 △2，804万円）

平成２３年度 一般会計

決決決 算 報 告
総額38億6,785万円
このように使いました。

厳しい財政状況ですが、安心安全なま
ちづくりを重点施策とした予算執行に努
めました。

平成23年度一般会計決算性質別歳出内訳表

比 率決 算 額性 質 別

18.2%７億 １９１万円人 件 費

17.2%６億６，４１１万円物 件 費

1.0%３，９３１万円維 持 補 修 費

9.0%３億４，７３１万円扶 助 費

13.1%５億 ８２２万円補 助 費 等

10.0%３億８，７４５万円公 債 費

5.1%１億９，８８８万円積 立 金

10.0%３億８，８３７万円投資及び出資金貸付金

5.3%２億 ３７３万円繰 出 金

11.1%４億２，８５６万円普 通 建 設 事 業 費

0.0%０円災 害 復 旧 費

100.0％３８億６，７８５万円合 計

・議員報酬、手当等

歳 出
38億

6,785万円

歳 入
40億

4,954万円

町 税

18.5%

7億4,758万円

地方交付税

40.7%

16億4,790万円

地方譲与税 0.8%
利子割交付金 0.0%
配当割交付金 0.0%
株式等譲渡
所得割交付金 0.0%
地方消費税交付金 1.8%
自動車取得税交付金 0.2%
地方特例交付金 0.3%

町 債
4.9%
1億9,868万円

交通安全対策特別交付金
0.0% 55万円

分担金及び負担金
0.4% 1,631万円

使用料及び手数料
1.7% 6,812万円

国庫支出金
6.0%

2億4,069万円

県支出金
5.3%

2億1,407万円

寄附金
0.2% 894万

財産収入
0.3% 1,037万円

繰入金
12.5%
5億782万円

諸収入
2.9% 1億1,695万円

３,１４５万円
１９２万円
１１６万円

３３万円
７,３５１万円
９０６万円
１,０５９万円

※

※

繰越金
3.5%1億4,354万円

決 算 報決 算 報 告告
総額38億6,785万円
このように使いました。
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み
立
て

る
等
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
留

意
し
た
予
算
執
行
を
行
い
ま
し
た
。

町
税
等
自
主
財
源
が
乏
し
く
厳

し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
経
常
経

費
の
節
減
に
努
め
、
効
果
の
期
待

で
き
る
事
業
に
重
点
的
に
予
算
を

配
分
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

・元金･････････････････････････････････････････３億３，５３０万円

・利子･･････････････････････････････････････････････５，２１５万円

公債費 3億8,745万円
10.0％（前年対比 △714万円）

・海洋センター大規模改修工事 ･･･････････････････４，７１９万円

・義務教育施設整備事業（小・中学校屋上手摺設置（補修）工事、

松崎小学校グランド芝生化工事他）････････････１，５０６万円

・生涯学習推進事業（図書館運営費他）････････････９９４万円

・遠距離児童生徒通学費補助金･･･････････････････････８２１万円

教育費 3億2,467万円
8.4％（前年対比 △8,766万円）

・西伊豆広域消防組合負担金 ･･････････１億４，０５２万円

・消防団運営事業 ･･････････････････････････････４，１５５万円

・消防施設整備事業（ポンプ庫整備他）
････････････････････････････････････････････････････３，９７３万円

・災害対策事業（防災ラジオ他）･･････････３，５８７万円

消防費 ２億６，４９９万円
６．９％（前年対比 ５，１５７万円増）

・道路維持事業（道路維持工事他）･･･････６，６１４万円

・松崎地区浸水対策事業･････････････････････２，６６６万円

・河川維持事業（河川維持工事他）･･･････１，２４２万円

・橋梁維持事業（橋梁維持工事他）･･･････１，０９２万円

・急傾斜地崩壊対策事業負担金

（桜田、明伏、大沢、船田）･･･････････････１，０９０万円

・港湾管理事業 ････････････････････････････････････７８５万円

土木費 １億８，８５１万円
４．９％（前年対比 ５，４０４万円増）

議会費 6,695万円
1.7％（前年対比 1,602万円増）

・伊豆まつざき荘事業会計貸付金･･････３億８，７００万円

・観光施設整備事業（雲見公衆トイレ工事他）･･４，５１３万円

・商工振興事業（中小企業災害対策資金利子補給事業他）
･････････････････････････････････････････････････････１，１３０万円

・ふれあい交流推進事業（グリーンツーリズム推進事業）
････････････････････････････････････････････････････････３７７万円

商工費 6億429万円
15.6％（前年対比 3億5,345万円増）

2

◎
歳
入
の
状
況

◎
歳
出
の
状
況

・財政調整基金積立金･････････････････････１億９，８７９万円

・路線バス対策事業･････････････････････････････２，０４８万円

・花いっぱい運動推進事業 ･･･････････････････１，５２８万円

・地域経済活性化対策費（住宅リフォーム助成他）･･･８０９万円

・コミュニティ活動推進事業 ･･･････････････････５５９万円

・まちづくり事業（ピカ市、太鼓フェスティバル他）･･･６７９万円

・交通安全対策事業（カーブミラー設置工事他）･･･１５６万円

総務費 6億5,444万円
16.9％（前年対比 △1億7,010万円）

・後期高齢者医療事業（繰出金他）･･････１億２，５６２万円

・障害者自立支援給付費･･････････････････１億２，３６７万円

・介護保険事業（繰出金他）･･･････････････１億２，１０２万円

・子ども手当 ････････････････････････････････････１億６８６万円

・国民健康保険事業（繰出金他）･････････････７，３９９万円

・保育所実施委託事業･･････････････････････････５，３１５万円

・重度心身障害者医療費助成事業･･････････１，９４２万円

・地域福祉推進事業（寿乗車券利用助成他）･･･１，２９６万円

民生費 ７億５,９４７万円
19.6％（前年対比 4,057万円増）

・じん芥処理事業（清掃点検業務委託他）･･･２億３１１万円

・西豆衛生プラント組合負担金 ････････････７，５５９万円

・予防事業（インフルエンザ、子宮頸がん、

肺炎球菌ワクチン接種事業他）････････････１，６１８万円

・こども医療費助成事業･･･････････････････････１，５５９万円

・老人健康対策事業（検診、機能回復訓練他）･･･１，３４２万円

衛生費 4億2,945万円
11.1％（前年対比 428万円増）

・林業振興事業（間伐材活用事業他）･･････････１，６４９万円

・漁港管理事業（石部水門地震計等更新工事他）･･･２，６３２万円

・農業振興事業（農業振興地域整備計画策定事業他）･･･１，５８０万円

農林水産業費 1億8，763万円
4．9％（前年対比 △2，804万円）

平成２３年度 一般会計

決決決 算 報 告
総額38億6,785万円
このように使いました。

厳しい財政状況ですが、安心安全なま
ちづくりを重点施策とした予算執行に努
めました。

平成23年度一般会計決算性質別歳出内訳表

比 率決 算 額性 質 別

18.2%７億 １９１万円人 件 費

17.2%６億６，４１１万円物 件 費

1.0%３，９３１万円維 持 補 修 費

9.0%３億４，７３１万円扶 助 費

13.1%５億 ８２２万円補 助 費 等

10.0%３億８，７４５万円公 債 費

5.1%１億９，８８８万円積 立 金

10.0%３億８，８３７万円投資及び出資金貸付金

5.3%２億 ３７３万円繰 出 金

11.1%４億２，８５６万円普 通 建 設 事 業 費

0.0%０円災 害 復 旧 費

100.0％３８億６，７８５万円合 計

・議員報酬、手当等

歳 出
38億

6,785万円

歳 入
40億

4,954万円

町 税

18.5%

7億4,758万円

地方交付税

40.7%

16億4,790万円

地方譲与税 0.8%
利子割交付金 0.0%
配当割交付金 0.0%
株式等譲渡
所得割交付金 0.0%
地方消費税交付金 1.8%
自動車取得税交付金 0.2%
地方特例交付金 0.3%

町 債
4.9%
1億9,868万円

交通安全対策特別交付金
0.0% 55万円

分担金及び負担金
0.4% 1,631万円

使用料及び手数料
1.7% 6,812万円

国庫支出金
6.0%

2億4,069万円

県支出金
5.3%

2億1,407万円

寄附金
0.2% 894万

財産収入
0.3% 1,037万円

繰入金
12.5%
5億782万円

諸収入
2.9% 1億1,695万円

３,１４５万円
１９２万円
１１６万円

３３万円
７,３５１万円
９０６万円
１,０５９万円

※

※

繰越金
3.5%1億4,354万円

決 算 報決 算 報 告告
総額38億6,785万円
このように使いました。
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特特特
別
会
計
決
算
の
概
要

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険

平
成

年
度
の
国
民
健
康
保
険

２３

へ
の
加
入
者（
年
平
均
）は
、
３,

０
８
９
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は

・
４
舒
と
な
り
ま
し
た
。

３９

世
帯
数
で
は
総
世
帯
数
の

・
０

５４

舒
と
な
る
１,

６
８
４
世
帯
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

億
１１

９,

３
４
２
万
１,

０
０
０
円（
前

年
度
比

・
７
舒
、
２,

８
５
６

９７

万
１,

０
０
０
円
の
減
）、
歳
出
総

平
成

年
度
の
被
保
険
者
数

23

（
年
平
均
）
は
、
１,

６
７
８
人

で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

・
21

４
舒
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
１
億
６

６
２
万
８,

０
０
０
円
（
前
年
度

比
１
０
２
・
６
舒
、
２
６
５
万
３,

０
０
０
円
の
増
）、
歳
出
総
額
１
億

４
４
７
万
７,

０
０
０
円
（
前
年

度
比
１
０
２
・
８
舒
、
２
８
１
万

７,

０
０
０
円
の
増
）
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
２
１
５
万
１,

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
保
険

料
が
７,

３
６
６
万
３,

０
０
０

円
（
前
年
度
比
１
０
２
・
４
舒
、

１
７
０
万
３,

０
０
０
円
の
増
）

と
な
り
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り

の
保
険
料
は
４
万
３,

８
９
９
円

と
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
３
月
末
現
在
、

歳

２４

６５

以
上
の
被
保
険
者
数
は
、
２,

９

１
９
人
、
そ
の
内
、
要
介
護
（
要

支
援
含
む
）
認
定
者
数
は
５
２
４

人
で

・

舒
と
な
り
ま
し
た
。

１７

９５

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
８
億
１,

５
３
４
万
１,

０
０
０
円
（
前
年

度
比
１
０
１
・
８
舒
、
１,

４
４

７
万
９
,

０
０
０
円
の
増
）、
歳
出

総
額
８
億
５
７
３
万
１,

０
０
０

円
（
前
年
度
比
１
０
２
・
０
舒
、

１,

５
８
６
万
４
、０
０
０
円
の
増
）

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
９

６
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
内
、
保
険
給
付
費
は
７
億

６,

６
０
７
万
８,

０
０
０
円
で
、

前
年
度
比
６
０
２
万
４,

０
０
０

円
と
０
・
８
舒
の
微
増
と
な
り
、

当
初
の
見
込
み
（
３
・
５
舒
増
）

よ
り
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
介
護
予

防
事
業
の
充
実
に
よ
り
要
介
護
認

定
者
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

差 引 額歳 出歳 入被保険者数特 別 会 計

３,３０１万円１１億６,０４１万円１１億９,３４２万円３,０８９人国 民 健 康 保 険

２１５万円１億４４８万円１億６６３万円１,６７８人後期高齢者医療

９６１万円８億５７３万円８億１,５３４万円２,９１９人介 護 保 険

【特別会計決算の状況】

国保歳入合計 11億9,342万円

額
は

億
６,

０
４
０
万
８
、
０

１１

０
０
円
（
前
年
度
比
１
０
２
・
０

舒
、
２,

２
６
９
万
６,

０
０
０

円
の
増
）
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
３,

３
０
１
万
３,

０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
基
金
繰
入
金
や
繰
越

金
を
除
く
単
年
度
収
支
で
見
る
と
、

４,

９
５
５
万
７,

０
０
０
円
の

赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
保
険
税
が
税
率
改

正
に
よ
り
２
億
５,

７
６
３
万
８
、

０
０
０
円
（
前
年
度
比
１
０
４
・

２
舒
、
１,

０
４
９
万
円
１,

０

０
０
円
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
（
一

般
の
場
合
は
７
割
等
、
町
が
負
担

す
る
分
）
が
７
億
８
,

９
０
８
万

９,

０
０
０
円
（
前
年
度
比
１
０

１
・
６
舒
、
１,

２
１
５
万
５,

０
０
０
円
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
等
支
払
準
備
基
金

の
状
況
は
、
１
７
０
万
円
を
積
み

立
て
た
結
果
、
残
高
は
５
,

１
８

３
万
７
,

０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。今

後
も
、
特
定
健
診
や
が
ん
検

診
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、早
期
発
見
・

治
療
、
予
防
に
心
が
け
、
医
療
費

抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

保険税
2億5,764万円
21.6%

国庫支出金
2億5,922万円
21.7%

療養給付費等
交付金
7,374万円
6.2%

前期高齢者
交付金

2億6,700万円
22.4%

県支出金
5,478万円
4.6%

共同事業交付金
1億2,451万円
10.4%

繰入金
5,609万円
4.7%

繰越金
8,427万円
7.1%

その他
1,617万円
1.3% １人当たりの保険税は

84,402円

＊１人当たりの医療費は

305,434円

国保歳出合計 11億6,041万円

保険給付費
７億8,909万円

68.0%
後期高齢者
支援金等
1億3,150万円
11.3%

介護納付金
6,602万円
5.7%

共同事業拠出金
1億3,704万円
11.8%

保健事業費
1,002万円
0.9%

その他
1,927万円
1.7%

総務費
747万円
0.6%

＊医療費：１０割分の費用額

皆様が病院に支払った額（３割）＋国保会計で支払った額（７割）

特特
別
会
計
決
算
の
概

特
別
会
計
決
算
の
概
要要
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財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
？

財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
治

体
の
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
、
特

別
会
計
（
企
業
会
計
含
む
）
等
、

自
治
体
の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
毎
年
度
の
決
算
時
に

算
定
す
る
「
健
全
化
判
断
比
率
」

お
よ
び
「
資
金
不
足
比
率
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
は
？

次
の
４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

・
実
質
公
債
費
比
率

・
将
来
負
担
比
率

健
全
化
判
断
比
率
（
公
営
企
業

は
「
資
金
不
足
比
率
」）
で
は
、
財

政
の
危
険
信
号
を
示
す
『
早
期
健

全
化
基
準
』（
公
営
企
業
は
「
経
営

健
全
化
基
準
」
）
と
財
政
破
た
ん
状

態
（
会
社
で
い
う
「
倒
産
」）
を
示

す
『
財
政
再
生
基
準
』
が
あ
り
、

比
率
が
基
準
以
上
に
な
る
と
、
国

や
県
の
手
助
け
や
管
理
の
下
、
財

政
再
生
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
？

平
成

年
度
決
算
に
よ
る
算
定

２３

で
は
、
全
て
の
判
断
比
率
が
財
政

健
全
化
法
で
の
基
準
を
下
回
り
、

平
成

年
度
決
算
に
引
き
続
い
て

２２

財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
町
の
収
入
に
お
け
る

町
税
等
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合

は
、
３
割
台
で
県
内
で
も
最
低
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の

財
政
状
況
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
比
較
・
分
析
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
こ
の

法
律
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方
法
・

分
析
に
よ
り
、
健
全
財
政
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

（財政健全化判断比率）

財政再生基準早期健全化基準松崎町の比率健全化指標

20.0%15.0%－（－）実 質 赤 字 比 率

40.0%20.0%－（－）連結実質赤字比率

35.0%25.0%6.2%（7.2%）実 質 公 債 費 比 率

なし350.0%11.0%（1.6%）将 来 負 担 比 率

※「－」は黒字の意味で、（ ）内は前年の比率

（公営企業に係る資金不足比率）

財政再生基準経営健全化基準松崎町の比率特別会計名

なし20.0%

－（－）水 道 事 業 会 計

－（－）温 泉 事 業 会 計

－（－）伊 豆 ま つ ざ き 荘 会 計

－（－）岩地集落排水事業特別会計

－（－）石部集落排水事業特別会計

－（－）雲見集落排水事業特別会計

※「－」は黒字の意味で、（ ）内は前年の比率

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

健健健
全
化
比
率
等
の
公
表

健健
全
化
比
率
等
の
公

健
全
化
比
率
等
の
公
表表

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

国
民
年
金
制
度
は
、

歳
か
ら

２０

歳
に
到
達
す
る
ま
で
の

年
の

６０

４０

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場

合
や
、
資
格
取
得
等
の
届
出
忘
れ

に
よ
り
、
国
民
年
金
の
資
格
期
間

が
な
い
場
合
に
は
、
将
来
の
年
金

受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年

金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ

た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
（
保
険
料

納
付
や
免
除
等
の
合
計
が

年
２５

（
３
０
０
月
）
未
満
の
場
合
）
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
、
昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、

平
成

年

月
１
日
か
ら
、
国
民

２４

１０

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら

年
１０

に
延
長
と
な
る
後
納
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成

年

月

１４

１０

分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。（
注
）

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す

る
た
め
に
は
、
事
前
に
お
申
し
込

み
い
た
だ
き
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ

る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

（
注
）
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き

る
期
間
は
、
平
成

年

月
１
日

２４

１０

か
ら
平
成

年
９
月

日
ま
で
の

２７

３０

３
年
間
で
す
。

【

問
合
せ

】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

後納制度のメリット

２年以上前の保険料を納め

ることにより、

陰将来受け取る年金額が増

額される。

隠年金の受給資格が得られ

る可能性があります。

国
民
年
金
後
納
制
度
が
ス
タ
ー
ト
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「障害者虐待防止法」が

施行されます。

重度障害者（児）医療費助成

が拡大します。

１０月１日から障害者が安心して暮らせる社会にす

るため、障害者虐待防止法が施行され、陰虐待をし

ない、隠虐待防止の義務、韻通報の義務が国民に定

められました。虐待を発見した方は、速やかに、町

または県に通報してください。

【障害者とは】

身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含

む）、その他心身の機能に障害があり、日常生活や

社会生活に制限を受ける方。

【虐待はこんなところで】

・養護者（世話をしている家族、親族、同居人）等

による虐待。

・障害者の通所、入所施設等の施設従事者等による

虐待。

・会社の使用者（雇用主）や職員等による虐待。

【虐待の種類】

・身体的虐待：殴る、蹴るなど身体に外傷が生じる

暴行または理由なく身体拘束をする等。

・性的虐待：性的暴力、性的行為の強要等。

・心理的虐待：著しい暴言や拒絶的な対応、差別的

な言動等。

・放棄、放任（ネグレクト）：食事を与えない、必

要な治療を受けさせない等。

・経済的虐待：給料を規定通りに支払わない、障害

者年金を渡さない等。

【問合せ】健康福祉課（４２）３９６６

１０月１日から精神障害者保健福祉手帳１級を所持

している方が、新たに対象に加わります。

◎新たに対象となる方

精神障害者保健福祉手帳１級を所持している方

※前年度の所得により助成を受けられない場合が

あります。

◎医療費助成の対象

医療保険の自己負担分に対して助成します。

※各種公的医療給付、健康保険組合等の付加給付

を除いた額が対象です。

※６５歳以上の方は入院を対象外とする場合があり

ます。

◎自己負担額

１カ月につき１医療機関ごと５００円を負担してい

ただきます。

◎助成の方法

・事前に「重度障害者（児）医療費助成金受給者

証」の交付を受けることが必要です。

・受診した際は、医療機関の窓口で、患者一部負

担額を支払ってください。

※医療機関への支払いがないものは助成の対象

になりません。

・後日、自己負担額（５００円）を除いた額を銀

行口座に振り込みます。

※振込までに３～４カ月程度かかります。

【問合せ】健康福祉課（４２）３９６６

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

助
成
制
度
に
つ
い
て

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

高
齢
者
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

○
満

歳
以
上
の
方

６５

○
満

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方
で
、

６０

６４

心
臓
や
腎
臓
も
し
く
は
、
呼
吸

器
の
機
能
に
障
害
を
も
ち
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
を
有
す
る

方
【
助
成
金
額
】

１,

０
０
０
円

※
各
医
療
機
関
で
、
接
種
料
金
か

ら
助
成
金
額
を
引
い
た
額
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

平
成

年
１
月

日
ま
で

２５

１０

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
重
症

化
や
集
団
生
活
で
の
ま
ん
延
防
止

を
図
る
た
め
、
中
学
校
３
年
生
以

下
の
子
ど
も
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

中
学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も

【
助
成
金
額
】

１,

０
０
０
円

※

歳
未
満
の
方
は
接
種
回
数
が

１３２
回
で
す
が
、
１
回
目
の
み
助

成
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

平
成

年
３
月

日
ま
で

２５

３１

助
成
方
法

松
崎
町
、
西
伊
豆
町
の
医
療
機

関
で
接
種
す
る
場
合
は
、
窓
口
で

接
種
料
金
か
ら
助
成
金
額
を
引
い

た
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

松
崎
町
、
西
伊
豆
町
以
外
の
医

療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
、
接

種
費
用
の
全
額
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
、
役
場
健
康
福
祉
課
に
て
、

払
い
戻
し
の
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、

必
ず
、
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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小
・
中
学
生
の
夏
休
み
の
課
題

と
し
て
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
９

月
６
日
（
木
）
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
４
０
５
点
の
応
募
が

あ
り
、
町
長
、
警
察
署
長
、
交
通

安
全
対
策
委
員
、
小
・
中
学
校
の

美
術
担
当
教
諭
等
に
よ
り
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
学
校
低
学
年（
１
・
２
年
）の
部

最
優
秀
賞

鈴
木
美
咲

（
１
年
）

優

秀

賞

山
田
吏
希

（
２
年
）

稲
葉
花
奏

（
１
年
）

佳

作

喜
多
奏
楽
音
（
１
年
）

山
本
奈
央

（
１
年
）

山
本
悠
月

（
１
年
）

小
学
校
中
学
年（
３
・
４
年
）の
部

最
優
秀
賞

山
田
采
礼

（
４
年
）

優

秀

賞

平
野
小
鈴

（
４
年
）

関

公
貴

（
３
年
）

佳

作

野
木
沼
丘
沙
（
４
年
）

佐
野
杏
奈

（
３
年
）

宮
内
愛
珠

（
３
年
）

小
学
校
高
学
年（
５
・
６
年
）の
部

最
優
秀
賞

田
口

開

（
６
年
）

優

秀

賞

舩
津

唯

（
６
年
）

佐
藤
碧
海

（
６
年
）

佳

作

加
藤
亜
門

（
６
年
）

金
子
渓
太

（
６
年
）

山
田
恭
士
朗
（
６
年
）

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

大
石
浩
之
進
（
１
年
）

優

秀

賞

松
本
文
典

（
１
年
）

山
地
由
香
莉
（
１
年
）

佳

作

高
橋
の
の
か
（
１
年
）

美
澤
茉
穂

（
１
年
）

笹
本
美
来

（
１
年
）

（
敬
称
略
）

小
学
校
低
学
年
の
部

【
評
】
み
ん
な
が
笑
顔
で
楽
し
そ
う

に
し
て
い
る
表
情
が
と
て
も

良
い
。

最優秀賞

１年

鈴木美咲さん

小
学
校
中
学
年
の
部

【
評
】
上
級
生
が
下
級
生
を
連
れ
て

歩
く
普
段
の
登
校
風
景
が
見

え
て
く
る
作
品
で
あ
る
。

最優秀賞

４年

山田采礼さん

小
学
校
高
学
年
の
部

【
評
】
他
に
な
い
ア
イ
デ
ア
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
る
。

最優秀賞

６年

田口 開くん

中
学
校
の
部

【
評
】
暗
い
中
車
の
ラ
イ
ト
に
よ
り

光
る
反
射
材
の
必
要
性
を
う

ま
く
表
現
し
て
い
る
。

最優秀賞

１年

大石浩之進くん

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ルル

交通安全ポスターコンクール審査会
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－

短

歌－

高

橋

百

代

堀

岡

洋

子

岡

村

芳

子

山
本
智
恵
子

杉
山
安
紀
子

細

田

光

代

土

屋

君

子

鉢
い
っ
ぱ
い
に
活
け
る
梅
桐
花
の
ま
ろ
き
実
は

海
の
に
ほ
ひ
す
は
じ
め
る
度
に

天
城
連
峰
か
す
め
る
ご
と
く
咲
く
さ
く
ら

左
右
に
見
つ
つ
峠
を
越
せ
り

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
中
に
散
り
敷
く
え
ご
の
花
を

踏
み
潰
し
つ
つ
走
る
峠
路

亡
き
義
父
が
使
ひ
て
を
り
し
唐
鍬
の

た
う

ぐ
は

打
ち
つ
づ
け
て
き
て
わ
が
手
に
な
じ
む

笑
ひ
声
に
な
り
さ
う
な
声
出
し
て
を
り

新
し
き
発
見
生
れ
き
て
二
十
日

あ

い
つ
も
よ
り
時
間
ず
ら
し
て
散
歩
す
る
に

ゆ
き
あ
ふ
人
も
景
色
も
ち
が
ふ

葉
の
陰
に
赤
き
苺
を
見
つ
け
た
り

喜
び
て
ひ
と
つ
口
に
ほ
ほ
ば
る

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

「セイジョー」と
災害時の協定を締結

９月１０日（月）、町は、ドラッ

グストアの「セイジョー」と、

大規模災害時の医療品や日用品、

食料品等の物資供給支援等に関

する協定を締結しました。

大
の
津
波
か
ら
は
逃
げ
る
し
か
な

い
が
、
頻
繁
に
起
こ
る
津
波
に
対

し
て
は
施
設
整
備
が
有
効
。
最
大

の
津
波
に
対
し
て
も
減
災
効
果
が

あ
る
。」
と
し
て
津
波
対
策
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
町
の
財
産

を
守
ろ
う
と
い
う
意
見
が
多
数
を

占
め
ま
し
た
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
河
川
堤
防

の
か
さ
上
げ
と
水
門
が
比
較
検
討

さ
れ
ま
し
た
が
、
河
川
堤
防
を
か

さ
上
げ
す
る
場
合
に
は
、
約
１
７

０
軒
の
住
宅
の
移
転
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
現
実
的
で
は
な
く
、

水
門
建
設
が
望
ま
し
い
と
い
う
答

申
と
な
り
ま
し
た
。

水
門
建
設
は
、

年
以
上
の
長

１０

い
間
議
論
さ
れ
、
松
崎
町
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
す
。
委
員
会
で

も
そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
水

門
建
設
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

【
質
問
】
大
雨
の
時
に
水
門
が
あ

る
と
洪
水
が
ひ
ど
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

委
員
会
で
は
、
昨
年

月
か
ら

１２

那
賀
川
水
系
河
口
の
津
波
対
策
に

つ
い
て
審
議
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
答
申
が
ま
と
ま
り
、
８
月
２８

日
（
火
）
に
指
出
委
員
長
が
役
場

を
訪
れ
齋
藤
町
長
に
答
申
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
審
議
で
は
、
最
初
に

「
津
波
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
第
一

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
避
難
路

や
避
難
タ
ワ
ー
等
の
整
備
。
防
災

教
育
の
充
実
、
情
報
伝
達
の
複
数

経
路
化
等
が
必
要
。」
等
の
ソ
フ
ト

対
策
に
つ
い
て
委
員
の
意
見
が
確

認
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
ソ
フ
ト
対
策
だ
け
で

は
松
崎
の
町
並
み
を
形
成
し
て
い

る
建
物
等
が
守
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
し
て
公
共
施
設
や
個

人
の
財
産
を
守
る
の
か
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

「
津
波
が
来
れ
ば
、
防
潮
堤
や
水

門
も
役
に
立
た
な
い
。
復
興
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
べ
き
だ
。」と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
最

【
回
答
】
通
常
水
門
の
門
扉
は
上

が
っ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
流
れ

を
妨
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
に
台
風
等
に
よ
る
高
潮
の
際
に

は
、
上
流
側
の
潮
位
を
下
げ
る
効

果
が
あ
る
こ
と
が
南
川
水
門
で
実

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
門
扉

に
は
、
一
般
的
に
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー

ト
が
設
置
さ
れ
、
上
流
側
が
満
水

に
な
っ
た
場
合
で
も
排
水
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
水
門
建
設
に
か
か
る
時

間
と
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

【
回
答
】
以
前
、
静
岡
県
が
計
画

し
た
規
模
の
水
門
の
場
合
で
、
建

設
に

年
間
く
ら
い
、
費
用
は
、

１０

約

～

億
円
と
い
わ
れ
て
い
ま

５０

６０

す
。
事
業
は
静
岡
県
が
行
い
ま
す

の
で
、
町
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

津津津津津津
波波波波波波
対対対対対対
策策策策策策
にににににに
関関関関関関
すすすすすす
るるるるるる
答答答答答答
申申申申申申
書書書書書書
をををををを
提提提提提提

津
波
対
策
に
関
す
る
答
申
書
を
提
出出出出出出出

那那那那那那
賀賀賀賀賀賀
川川川川川川
水水水水水水
系系系系系系
河河河河河河
口口口口口口
周周周周周周
辺辺辺辺辺辺
治治治治治治
水水水水水水
対対対対対対
策策策策策策
委委委委委委
員員員員員員

那
賀
川
水
系
河
口
周
辺
治
水
対
策
委
員
会会会会会会会

フラップゲートのイメージ

水
門
建
設
に
伴
う
弊
害
は
？

委
員
会
で
の
審
議
内
容
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第１７回みなとでみんなと海のピカ市

松崎港周辺では、第１７回みなとでみんなと海
のピカ市が開催され、リサイクル・フリーマー
ケット、飲食等の販売ブース約７０店が出店し、
多くの来場者で賑わいました。

9/16

敬老会へは人力車で

人力車伊豆松崎組では、敬老会の思い出づく
りのために、那賀区で、敬老会参加者の乗車希
望者８人を人力車で自宅から会場までお送りし
ました。

99

那
賀
川
河
口
の
津
波
対
策
に
つ
い
て

８
月

日（
火
）、
昨
年

月

２８

１２

か
ら
那
賀
川
河
口
の
津
波
対
策

に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
き
た

那
賀
川
水
系
河
口
周
辺
治
水
対

策
委
員
会
の
答
申
が
ま
と
ま
り
、

指
出
委
員
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

答
申
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

先
日
の
回
覧
文
書
や
今
月
号
の

広
報
等
に
よ
り
町
民
の
皆
様
も

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
８
月

日（
水
）に

２９

は
、
内
閣
府
よ
り
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
高
、

浸
水
域
等
お
よ
び
人
的
、
物
的

被
害
想
定
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
生
命

を
守
る
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
常
に
危
機
意
識
を
持
ち
、

各
地
区
で
実
施
す
る
訓
練
に

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想

定
し
、
迅
速
な
避
難
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
報
道
を

通
じ
て
現
在
の
東
北
地
方
の

状
況
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
命
だ
け
は
助
か
っ
て

も
、
職
場
を
失
い
、
帰
る
家

を
失
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
復

興
も
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

特
に
、
帰
る
家
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
長
い
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
が
続
く

こ
と
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
、
エ

コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
よ
り
、
災

害
で
助
か
っ
た
命
を
落
と
す
方

が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
過
去
の
状
況
を
教

訓
と
し
、
今
後
発
生
が
想
定
さ

れ
る
災
害
か
ら
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
可
能
な
限
り
守
る
こ

と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
沿
岸
部
に

住
む
方
た
ち
の
避
難
に
有
効
な

タ
ワ
ー
の
建
設
や
、
避
難
路
の

整
備
、
浸
水
域
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
設
置
す
る
水
門
建

設
等
、
国
や
県
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
防
災
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、町
民
の
皆
様
の
生
命
、

財
産
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

観
光
資
源
も
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
町
を
訪
れ
る
観
光

客
の
皆
様
に
安
心
、
安
全
な

観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
は
、
観
光
振
興
に

も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
9/1

総合防災訓練

９月１日の防災の日には、大規模な地震が突
発的に発生し、大きな津波が襲来することを想
定した各地区の訓練の他、海上自衛隊の船によ
る海上脱出訓練が行われました。

9/8
第１３回伊豆半島太鼓フェスティバル

松崎海岸特設ステージでは、第１３回伊豆半島
太鼓フェスティバルが開催され、県内外で活躍
している５団体が出演し、夕暮れ空や海を背景
に力強い演奏を披露しました。

町長室からこんにちは ◯3４



届出人年齢氏 名地 区

初58藤井しづ子江奈４

留 太 郎94竹 内 イ ヌ南 区

稔53齋藤しのぶ池 代

與 三 郎84筆 藤 和 子中 村

常 喜87窓橋くに子雲 見

雅 信89大 石 一 男江奈２

昌 一94土 屋 茂 盛明 伏

そ う83佐 藤 吉 行八木山

広 貴72石 田 千 治江奈１

萩原香代子87土 屋 繁 子東 区

良 三82池 好 子野 田

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

10

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，６９６人（－１９人）

男 ３，６５７人（－５人）

女 ４，０３９人（－１４人）

世帯数 ３，０９０戸（－１戸）

転 入 ７人 転 出 １７人

出 生 ２人 死 亡 １１人

（平成２４年８月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ４件 （＋２）

物損事故 ６件 （－１５）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ５人 （－１）

二
〇
一
二
年
十
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

一

号

おくやみ申し上げます（死亡）

平成２４年８月発生分

地

域

交

流

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（8月届出分（8月届出分））

保護者性別名 前地 区

渡邉喜美治男俐 玖
り く

雲 見

地 翔男匠
たくみ

南 郷

おめでとうございます（出生）

安
曇
地
区
で
は
毎
年
夏
に
、
東

京
大
学
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
で
構
成
さ

れ
る
Ｖ
Ｓ
Ａ
の
会
が
主
催
し
、
大

人
の
勉
強
会
で
あ
る「
乗
鞍
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
９
月
１
日
（
土
）、

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
乗
鞍
に
お
い
て
、

約

人
（
地
区
住
民
、
学
生
等
）

８０
が
参
加
し
て
セ
ミ
ナ
ー
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

東
京
大
学
は
、
昭
和

年
か
ら

３３

乗
鞍
地
区
に
お
い
て
、
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
勉
強
会
、「
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
」を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

地
元
の
方
か
ら
子
ど
も
だ
け
で
な

く
大
人
を
対
象
と
し
た
も
の
を
行
っ

て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
、
平
成

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

２１
例
年
、
安
曇
地
区
の
歴
史
や
自

然
環
境
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
と

縁
の
あ
る
講
師
を
招
き
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今

年
は「
里
に
出
没
す
る
動
物
と
人
々

の
暮
ら
し
」
と
銘
打
ち
、
こ
の
夏
、

安
曇
地
区
で
も
特
に
目
撃
情
報
、

被
害
の
多
か
っ
た
ク
マ
や
イ
ノ
シ

シ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
態

や
現
在
行
わ
れ
て
い
る
研
究
、
対

処
法
つ
い
て
の
考
察
、
こ
れ
か
ら

共
存
す
る
た
め
の
手
法
等
、
研
究

を
し
て
い
る
立
場
か
ら
見
た
、
普

段
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
深
い

造
詣
を
伴
っ
た
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
も
８
月
の
終
わ
り
か
９
月

の
初
め
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

乗
鞍
の
地
形
や
地
質
に
関
す
る
講

演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

乗乗
鞍
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

乗
鞍
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
がが

行
わ
れ
ま
し

行
わ
れ
ま
し
たた

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑨

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑨
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

悪
質
な
訪
問
買
取
被
害
の
現
状
を
受
け
、今
、

国
会
に
お
い
て
特
定
商
取
引
法
の
改
正
法
案
が

成
立
し
ま
し
た
（
施
行
は
成
立
か
ら
６
カ
月
以

内
）。
こ
れ
に
よ
り
、
訪
問
買
取
は
「
訪
問
購

入
」
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
対
象
は
貴
金
属
に
限

り
ま
せ
ん
。

訪
問
購
入
で
は
、
勧
誘
の
要
請
を
し
て
い
な

い
者
に
対
す
る
勧
誘
を
禁
止
す
る
い
わ
ゆ
る
、

不
招
請
勧
誘
の
禁
止
規
定
を
導
入
し
た
点
は
画

期
的
と
い
え
ま
す
。

そ
の
他
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
規
定
で
は
、

訪
問
購
入
に
お
い
て
、
購
入
業
者
は
、
第
三
者

に
当
該
物
品
を
引
き
渡
し
た
場
合
、
相
手
方
に

一
定
の
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ

ら
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
に
物
品
の
引

き
渡
し
を
し
た
転
売
先
に
対
し
て
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
に
よ
り
当
該
物
品
の
売
買
契
約
が

解
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
手

方
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は
購
入
業
者

に
対
し
、
当
該
商
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と

が
で
き
る
旨
も
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
改

正
に
よ
り
深
刻
な

訪
問
買
取
被
害
が

無
く
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
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４

「
訪
問
購
入
」

スライドの一部

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。
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